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38年度の自動車業界は,乗用車を始めとして各車種について近年

にない大幅なモデルチェンジや新車発表が行なわれて大きな飛躍を

示した画期的な年であった｡生産面においても市場の好転と相まっ

て生産量は増加し,特に乗用車部門において急速な伸びを示した｡

日立製作所においても,長期間にわたる研究の結果,新製品を市場

に送り活発な口動申業界の要望irここたえることができた｡すなわち

電装品においては貿易のrl由化を限前にひかえ,性能と生産性の向

上をはかった電装お-の量産化,半導体を利用した製品の量産化,新

しい日動車部品の開発,量産化など多彩な年であった｡気化附こつ

いては高級乗用申,軽口勅叫,スポーツカーなどに新い､形式を発

表したほかLPG燃料立も化矧正を閃光し,ノご､く火プラグにおし､てほ,

中軸構造を新しくしてシリーズの改良を行なった′､

最近,車の必需品とさえ言われているカーラジオにおいては,本

格的なプッシュボタン式を開発し,製品化を行ない,棟種の充実を

はかった｡特に新機種は性能面において飛脚勺な向上がなされ,感

度,音量,音質,消費電流についてすぐれた特性を打ち,需要家の好

評を得ており,生産も急激に伸びつつある(詳細けこついては13･5･3

を参照されたい)｡

2占.1電 装 品

自動車業界の大きな変動に作って,電装品は各一柳如こついて試作

研究,量産化が行なわれた｡新しく開発された製品のうち主要なも

のについて次に述べる｡

2占.】.1二輪車用電装品

二輪申の新分野として7(トノ90ccグラスが江口されている√〕弟1

図は90cc用ACダイナモセットを示したものである｡ダイナモ本

体ほ6極永久磁石式卦丘枚で,6V60Wの出力をイJする｡これにコ

ンタクトプレーカ,進角装揖二日よびイグニッションコイルが紅Lムf†

わせ使用される〔このほか,フライホイール‾7グネトにおいては,

75cc用としてイグニッションコイルを｢勺威した6V19Wの′氏灯出

力を持つ新製一弘カミ開発されたっこれらは中｢7与怖量の二輪小用侶熟～i｢■

として多量生産され好評のうちに使用されている｡

2る.l.2 四輪車用電装品

国内競走の激化と,眼前にせま一-,た‡て易のFご川i化に対処するため,

電装■■占】.においては■--†--矧r山二と原仙低減を図らなければならない｡こ

のた捌こ数年前より性能,_1二作法はも‾已了〕7)ん,カーメーカーの協ノJ

により多機種少豆/lミ産を少機稗多足二J二.産に移す統一･形電装ん11の開発

研究に意を拝いできたが,本年度これを竜産化し市場の要当如ここた

えることができた｡第2図は統一一形電装■-‖llの外観を示したものであ

る｡

ジェネレータは高出力,高回転に耐えるエう整流および機構部分

に改良を加えるとともに主要材料の低減をはかり,かつ自動アーマ

チャ巻線を行なうなど性能工作面で大幅の改善を行なったもので,

12V200W,12V300Wの2種煩がある｡またレギュレータにおいて

は,新しい乱調防止回路の採用により小形醗量化を図ったものであ

る｡スターティングモータには,新しい機構を採川して性能の向_Lを

図るとともにヨーク外径を統一して従来のものより大幅に小形軽量

化したものである｡この統一形スターティソグモータとしては,全

長の変如こよって,興ったエンジン容量にもで?う二様炸の性能のも

のを準備している｡デストリピュータにおいては,将来,エンジン

高速化に対処するため,高回転におい)-る性能の改#を行なうととも

__血
≡徽

‾■F 町

x_=

_去遥遠艶
夏ぎ 脚感一節竹､_ ′=泌血+

弧発野攣

第1図 90cc ACダイナモセット

第2図 統一形電送品 セ
ット

第3図 ホンダ四輪車用電装品セット

に,遠心進角,真空進角横取邦の動作についても設計改良を加え,

さらに安定化されたものとなっている｡イグニッションコイルは4

気筒エンジンの統一形として外径を48¢とし,従来品に比べ20タ左

軽量化された｡第3図は本年度量産を開始したホンダ軽四輪電装品

セットを示したものである(､ジェネレータは12V250Wの出力を有す

るACジェネレータでチリル式レギュレータと組み合わせ使用され

る｡スターティングモータはチェーン駆動方式で防滴形となってい
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第4図 AC ジ ェ ネ レ ー

タ

る｡デストリピュータは高速回転に耐えるよう断続一器部に設計改良

を加えるとともに軸受けにはボールベアリングを採用している｡イ

グニッションコイルほ抵抗入りである｡ACジェネレータは前年度

に引き続き12V200,250,300,400Wなどを量産化することがで

きた｡これらはいずれもエンジンアイドリングで充電することがで

き,かつ従来の直流発電機に比べ小形極量化され好評のうちに使用

されている｡弟4図は,ACジェネレータの外観を示したもので,

左より200,300,400Wである(

2る.2 気 化 器

日立製作所多賀工場では,38年新たに設置された高速シャシダイ

ナモメータを始め,コックス気化器テストスタンドなどの研究設備

を活用し,常に気化器の性能向上を推進しているが,その結果,38

年度も軽口動車から高級人形乗用車川に至るまで,各種のすぐれた

新形気化器の生産を開始することができた｡さらにLPGを燃料と

して自動申を駆動するLPG燃料気化装筐カミ新しく開発されたっ以

下そのおもなものについて述べる｡

2る･2･1各種乗用車用気化器の発展

(1)VC40-1形気化器

この気化器ほ,わが国で始めての6気筒エンジンを装備した高

級乗用車｢ニッサンセドリック･スペシァル+用として38年初頭

からH産自動申株式会社に納入を開始したものである〔本塩化器

の主燃料系統,特にエマルジョン方式には独臼の設計がされてお

り,燃料の微粒化特性がすぐれ,大形乗用中川としでl火適な喪中

感を味わうことができる〔

加速装置およびブースト作動エコノマイザ装置亡を備えており,

燃費,加速特性ともにすぐれている｡さらに,本気化諸芹でほじめ

て設置されたアイドルベント機構によって,夏季にしばしば遭遇

する/く-コレーションなどの熱障害を解消することができた｡

(2)DCA262-1形気化署洋

本気化召削王4気筒500∩〕700cc級の小形自動車用に製作された

複式気化器であり,このクラスの自動車に適するよう,特に小形解

量化に考慮が払われている｡重量はわずか1.8kgにすぎないが,

加速装置,エコノマイザ装置を完備しているので燃費,出力とも

に高性能が得られ,大形気化掛こ比べて枚能上少しも遜色(そん

しょく)がない｡東洋工業株式会社のR600小形乗用車に採用さ

れ,好評を得ている｡

2d.2.2 LPG燃料装置の開発

LPG(Liquid Petroleum Gas)はガソリン,石油についで第三の

燃料として再認識され,特に自動車エンジン用燃料として燃料消費

の経済性,運転維持費の低減が可能であるため急速な普及を示して

いる｡日立製作所の各種LPG燃料装置はこの燃料の経済性を主眼

にしてしかも現在の串をLPG車に改造でき,LPG,ガソリンのい

ずれでも運転できるアダプタ方式により,ダットサンプルー/ミード

1,200cc車用としてGHA-7A形,ニッサンセドリック1,900cc用

1,500cc用としてそれぞれGHB-7A,GHC-7A形燃料装躍のキット

を開発した｡これらのキットは燃料をろ過するGト38フィルタ,燃

評 論 第46巻 第1号

節5｢宅1VC40-1形気化器

第6図 DCA262-1形気化器
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節7一三1日産セドリック1,900cc申用

GHB-7A形IJPG燃料装荷

料の流汁.t,遮抑をするGV-150電磁弁と切換スイッチ,液状ガスを

減圧気化させて一定の圧力に保つGR-95ガスレギュレータ,気化し

たガスを窄気と混合してエンジンに送るGA-63,GAA-80ガスアダ

プタ,エンジン停止時に電磁弁を閉じるGL-80ロックオフスイッチ

とその他の付属部l▽lで構成されている｡ガスアダプタはLPG運転

において十分その性能を発揮するとともにガソリン運転でも正常な

運転を行ない柑るようシャッタ装閻を設けてある｡ガスレギュレー

タには容易に安定したアイドル運転が得られるように独自の調整装

置が設けてあり,さらにロックオフスイッチによってエンジン停止

時の燃料の流出を完全かつ自動的に防止することができるので,燃

料の無駄がないばかりでなく危険をも防止できるなど実用面での効

果は大きい｡

なお,これらのLPG燃料装跨のキットはいずれも日産自動車株

式会社に純正一糾Jlとして採用され,国産LPG燃料装置としては過

半の占有率を示し,従来のガソリン単に比較して燃料費を50～60%

に低減することができ好評を博している｡

弟7図にニッサンセドリック1,900cc用のGHB-7A形LPG燃

料装置キットをホす〔
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日 動

2る.3 点火 7D ラ グ

36年にノ亡く火プラグ川がい+′･として点高の柑イ†三を肺えた射f-H成形が

い了･(特許第284688弓▲)の量産化に成功し,これを用いてハロック

スシリーズとして畳床してきたが,このほどさらに甜ヰ能化Lた改

1草シり--ズに抑)伴え,1IJ域の拭人に対処した∩

政Jlハロックスシリーズは,･別▲川収形がいJ∴に銅小軸を〃‖lけ三:,

ことにより熱掛声】を一指と拡人し,一別+二へのj執心性を瓜ヂたもので,

がい了･頭部にコルデーションを.うーせ‖-,従火のシリーズとl‾ズニ別してい

る｡

銅を中軸に使用することにより発火部の熱放散を高め,プラグの

耐熱性が大幅に増大する∩ したがって適三Ilな寸法形状の焼形のがい

子と組み介わせることにより,耐熱件を確保しつつ耐汚損性を改善

し,全体として広熱穐仰のプラグにすることができた｡熱範州の選

定にあたって,仙に低いやすさiこ和∴(をF一ソ亡き,耐汚損性の向卜に倍

音した〔

以上の紙果,従来2積弊亘のプラグを必要とした咋も,改ユ送ハロッ

クスプラグは1種類でまにあうようになり,また第1表でわかるよ

うに,外国他社プラグの多種類を包含することができる｡

以下適応申の多い主要機種について説明する｡

2る.3.1L45形点火プラグ

14mmロングリーチプラグで,800～3,000ccのほとんどすべて

のガソリンエンジン巾こ使JJほれろ｡ブルーバード,セドリック,

ベレル,ペレット,クラウン,コロナ,ニ.1-グロリア,コンパー

ノなどの東川巾および外紙の小形三,四輪トラックがこれに該当す

る｡高速時代にふさわしい卜分の耐熱性と,捉耕した市街走行に耐

える耐汚損牲を有するr､

第1天 外同他社プラグとの勲稲開対照表

(mm)

外径lリーチ

18

12

12

12(Ⅴ)

9.5

2.7

19

六角対
辺

(mm)

25.4

一仁UnU
2

20.6

勲範囲
脚
-
1
棚

焔形

†
J

冷形

焼形
†
J

冷形

焼形
†
1

冷形

L‾]う王プラグ

¢ミニノ)

85

聖
聖
糾

46

45

44

M46

54M

M44

L46

L45

AC

C87H

86,C86

C85H,C85

841',C84T

84TS

46,C46

45,C45

44,C44

43,C43

C42

42,M42

45L,45Ⅰ一S

C45L

43L,C43L

45F,45FF

42F,43LG

41F

47ⅩL

46XL

45ⅩLS

45ⅩL

44XLS

C44ⅩL

国外他社相当形式

Bosch

M95TI

DM95T2

M1451､5

MA145TI

MA175T7

W125T3

W145T3

W175T3

W225T3

W125T4

W145TI

W175TI

W270T16

W225TI

W125T2

W145T2

W175T2

W225T2

Champion

D-16,UI)-16

6Com

K--15J

l)-14,6Com

860

F-11Y

J-11,J-8J

J-8,UJ-8

J-7

J-6,UJ-6

J-4

H-11

H-10

H-8

L-10,L-8

H-4

L-7,L-85

L-5

N【18

N--8

N 6

N--5

車 部

資車重萱ノ

≡‾車

-‾:書
きご

享有う｡

‾･耶･てテ?

ー■人頂

蛋≡

‰蒜

第8凶 L45形

ノ∴リノ(プラグ

EI
ロロ

第9図 M45形

点火プラグ

2C9

第10囲 M46形

点火プラグ

2d.3.2 仙45形点火プラグ

14mmメディアムリーチプラグで,熱範閃の選定に特に許Lが払

われてニーざり,空冷2サイクルエンジンを搭載するオートバイおよぴ

モペットに好適であり,さらに輸出方面ではフォルクスワーゲンに

使用され好評である｡高い耐矧生と十分な耐汚損性を具備した広熱

範け円のプラグである｡

2る.3.3 仙4d形点火プラグ

14mmメディアムリーチプラグで,耐汚損性がきわめてすぐれて

いる｡耐汚損性が舶叩こ要球されるぎた冷2サイクルエンジンを搭載す

る悍自動車に最適である｡初期のハロックスM46形と比校すると,

耐汚損件の指標となる発火部がい‾r長さおよびガス解積がそjtぞjL

約30プ右脚人L,しかも,耐熱性も約10%向_卜しており広熱範囲の

使いやすいプラグである｡

2d.4 冷暖房機器

2占.4.1カーヒータおよびブロワモータ

汎榔温水折環式カーヒータとしては,38年度ラジュータ,フアン

などに新方式を採川し暖房効果を増した強力形カーヒータCH120-

01形(12V用),CH220-01形(24V用)とアルミニウムのラジエ

ータを使って小形軽量化をはかった軽量形カーヒータCH122-01形

(12V用)を発売した｡強力形カーヒータは小形車はもちろん中形以

上の乗用車,大形トラックなどの暖房面積の大きい車種に使用され

良好な結果をおさめておりその成果が期待されている｡解童形カー

ヒーータほ,輯四輪車,小形兼用二軋トラックなどに使用され快適な

暖房を行なう小形軽量のカーヒータで,アルミ聾望ラジエータを使用

するとともに終-｢1附こ設計改J辻を加え同等ぷ一に比べ約22%軽量化さ

れたものである｡

以ヒ2種のカーヒータにほ各車種に対する取り付け金具およびデ

フロスタセットが用意されている｡

このほか,専用カーヒータに使用されるブロワモータの生産を開

始した｡このブロワモータほ,直流モータにターボファンあるいは

シロッコフアン(ケーソング付)を取り付けコンパクトにまとめた

ものである｡これらブロワモータは過激な振動に耐え,寿命が長く,
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ブ

祈12伺 ライトオペレータ

第131月 /､ツ
ー シ

ート

かつ騒音も少なく柑;沖のう十〕に使用さjtている｡弟11図ほこれら

の外観をホしたものである〔

2る.4.2 カ
ー

ク ー ラ

本項についてほ25.2.5を参照さJtたい∩

2d.5 その他の自動車部品

2(～.5.1 カ ー ラ ジ オ

本項については13.5.3を参j照されたい∩

2る.5.2 ライトオペレーク

最近,巾術他における交通の胡網仁にともなって,交さ山などにお

ける仙剛J-の点滅操作が非何に多くなってきている〔この点減操rド

を巾の鬼進,停止二にLたがって上′l動的に行なうライトオペレータの

1i販を閉的した〔第12図ほその外観をホLたものである｡中のス

ピードなスピート1メータケーブルの動きから検と上iしてトランジスタ

により増幅し,前照灯と中細灯とをり〃)拝えるもので交さノ1叫こおけ

る逆転撹†′ドをす羊坊にし,かつ名石他の無用な放電を防く■､ことができ,

好評を得ていろ｡

2る.5.3 パワシート,パワーウインド

高根乗用中の開発に作って,ノリ川三性の改‾ご与力ミ人きなR与j題となって

いる〔このた〟)に,操作ボタンによりシートの位毘を口動的に調整

するパワーシートおよび窓の開閉を日動的に行なうパワーウインド

の研プEを子fなってきたが38年度これらの量産を開始した｡弟13図

はパワシートの掛措部を′Jてしたものである〔ボタンの操作によりシ

ートは前後に105mm移動し,かつシートの前弧後部がおのおの

30mm上卜に移動することができZ)ようになっている｢第14図は

パワーウインドの外観′ゾ其を′J七したものである〔このパワーウイン

ドは従来ハンド′レ操作で行なっていた窓の開閉をボタン操作によっ

て簡榊こ行なうことができるとともに,運転席からも一括して開閉

できるようになっている∩ また只物が窓にはさまったとき安全装跨

が働き危険防止する梢造となっている｡

2d.5.4 リ ク ー ダ

高速道路における高速バス,山間地路線のバス,トラックなどに

必要性が認識さjLてきた第三のブレーキ,エディカレントリクーダ

を開発した｢､これはプロペラシャフトの中間に取i)付けたデスク

㌔

第14図 パ ワ ー ウ イ ンド

第15図 エディカレントリ
タータ

に,スチータ電磁石による扱‾火が交さして渦電流を発生させ,自動

車の慣性エネルギーを熱に変換放王+tさせるものである〔今l即日発し

たものは空冷式リクーダで,制動トルク 90kg-m,_在最165kgで

弟15図にその外観をホす｡従来のブレーキと興なりしゆう動部分

がなくレバースイッチで簡榊こ脚j勅ノブがせ化できるので,長い急坂

終における安全性が若しく向卜するはか,ケイヤ,ブレーキシュー

などの寿命が伸びる利ノ､r丈がある〔

2る.5.5 プラスチック成形品

数年来,Ⅰ〕動中部榊こ祁屯プラスナりクスが使mさJLているが,

ポリエチレンによる泥除けJPへ､ソドランプリレミートナゴよびABSポリ

マーによるグリルバーなど,仲平も舞1る図にホす古称メーターケ

ース短を笹川三し,l〕動申の醗韻化おエびコストダウンに大きく璃:与

した∩便口1樹脈はABSポリて-,丁セクール樹脈ニケごよびポリカー

ボネートなどで,いすれも耐熱件および肘掛撃附こすl∴才tている∩

またステアリングホイールは,第け図にノJミすように抑卜種の発表

ごとに材質およびデザインの検討が加えられ,ますます好評を博し

ケ･･ス メ仙ダ【乃∠琶-

シャドwプレ〉一十 三口‡‡卜.カJ守冊

第16Lズ1各椎ノーターケース構
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母一晩

節17｢窒1各柵ステン'リンク'､ニトイール

ているrlこのようにそJLぞ川Ij途に止し＼プラスチックスの帖艮を

イj-他に/卜かしノた使い分けなテ+1な一Jたが,/㌻後別舶】二肌1ハのプラスチ

ック化がさらにすすJJられることがJり汁ゞされる｡〕
2占.5.る 粉沫冶金製品

本項については29.12なをJ附されたいr､

2る.5.7 鉄 鋼 部 品

本矧こついては29.1を参川ニミされたい｢､

2d.る シャシダイナモメータ

l′‾l劇中工業界におし､ては,技術革新,生推糾剛ヒが放しい意欲を

もって推し進められ,シャシダイナモメークを･-トLとする各種の俊

秀な.試験機に対する黎1!圭ほよすます州人しつつある｡このような情

勢の中で,多勺一二の総験と絶えざる研究の純米の技外山こよって,附和

38年度も多くのシャシダイナモメータを製作納入した｡

昭和38fト2月にA社に納入したシャシダイナモメータは,ワード

レオナード方式により制御し,滋高速度200km/hの画期的なもの

である｡

同じころにB祉に納入したもの(第18図)は屁高速度150knl/l-,

屯動機吸収∫才子昆401くW,i･小削肘手品こiOlくW,i･-りじく制御はワード

レオナードノわ巳で,山跡二i一丈のあらゆる尤川生能をふt験することがで

きる｡

また,東ム〔大亡㌣【演技恥例二′先所に納入したシャシダイナモメータ

(第19図)は,叫托800へ′2,5〔)01くど,払を:右速度25nlくm/h,電動機吸

収字事最200PSで,†liり御ほいjしくワードレオナードプノ式である｡こ

のダイナモメー_タで亡工紘一附lけラムはい1定とL,了沖愉用の2つのド

ラムは仙肘こ虹じでプ羊弘に移動できる梢造になっている｡なこお,抑

に後輪用ドラム拙からl榊㌫川けラム仙を駆動するのに斜板式オイル

第18図 B社納シャシダイナモメータ
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第19図 束ム(大学生産接待川｢究所納シャシダイナモメーク

ポンプとオイルモーータによる拙‖_し渦大判プノブしを梯川しているので,こ

れによって仙陥川ドラムを佃々に移励し,捉従性の.;Jし験をきわふ㍉て

令禅的な状態で子J■なうことができる｡

なお,このほかにダイナモメークではないが,炸似船出のiリ:転ド

ラム式ディスクホイール耐久,試験装托1f了を整望作納入した｡
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